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市民参加イベント「患者・社会と考える
再生医療～消化器疾患の再生医療～」

会　期：2020年1月26日（日）
会　場：長崎新聞文化ホール

虎島 泰洋　江口　晋
長崎大学大学院移植・消化器外科

　2020年 1 月26日，西崕の地，長崎市において，市民

参加イベント「患者・社会と考える再生医療～消化器

疾患の再生医療～」が開催された。これは日本再生医

療学会が実施する国立研究開発法人日本医療研究開発

機構（AMED）「再生医療臨床研究促進基盤整備事業」

（通称：ナショナルコンソーシアム事業）（研究開発代

表者：岡田　潔 学会理事長補佐）の患者・市民参加モ

ジュールの活動の一環として行われ，長崎大学大学院

移植・消化器外科教室が窓口を務めた。このイベント

は再生医療における臨床研究への患者・市民参画が重

要とされる時代に向け，患者と研究者との対話・聞き

取りを通じ，患者のイメージやニーズを踏まえたより

よい知識の共有を目指すとし，2018年度より年 2 回，

東京・大阪で疾患テーマを変えながら開催されてき

た。2019年度は東京・名古屋に続いて長崎での開催

（日本再生医療学会主催／長崎大学後援）となった。長

崎大学においては口腔や食道，十二指腸，肝臓，膵臓

といった消化器系の再生医療研究が進んでいることも

あり，テーマは「消化器疾患」とされ，第一部が講演，

第二部では参加者を限定したワークショップ形式で

あった。長崎の冬のお祭りとして人気の高い長崎ラン

タンフェスティバルの開催期間初の日曜日という悪

（？）条件にもかかわらず，第一部には80名の市民参加

があった。

　第一部では，東島　仁准教授（山口大学国際総合科

学部）の和やかな司会により参加者の緊張が解された

ところで，まず患者・市民参加モジュールの担当研究

者である日本再生医療学会理事の八代嘉美教授から本

イベントの趣旨や再生医療を取り巻く社会的環境につ

いて，そして長崎大学から唾液腺や顎骨で臨床研究が

進行している朝比奈　泉教授（顎口腔再生外科学分

野），細胞シートを用いた食道の臨床研究の経験や

十二指腸治療で目指す医師主導治験について金高賢悟

教授（消化器再生医療学講座）の講演が続いた。さらに
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